
関西大学Ａリーグ　第２節　メンバー表 2014/10/12
12:00 Kick Off

鶴見緑地

No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部 No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部

1 PR 金　哲弘 4 173 95 大阪朝高 法 1 PR 野宇　倖輔 2 179 92 京都成章 経済

2 HO 和久　涼哉 2 166 110 摂津 法 2 HO 金　寛泰 4 174 106 大阪朝鮮 人間福祉

3 PR 神田　裕次 2 175 100 大阪桐蔭 法 3 PR 井之上　亮 4 179 109 福岡 社会

4 LO 森山　皓太 3 185 94 東山 法 4 LO 竹村　俊太 4 178 90 東海大仰星 人間福祉

5 LO 溝尻　将己 4 180 95 東山 法 5 LO 石松　伸崇 3 180 92 東福岡 商

6 FL 山川　颯斗 2 186 80 阪南 法 6 FL 徳永　祥尭 4 185 102 関西学院 商

7 FL ﾌｪﾂｱﾆ･ﾗｳﾀｲﾐ 3 188 113 トンガカレッジ 法 7 FL 鈴木　将大 4 171 88 関西学院 商

8 No.8 セコナ・トプイ 3 180 113 トゥポウカレッジ 法 8 No.8 中川　謙 3 178 87 関西学院 人間福祉

9 SH 吉住　魁人 3 170 66 常翔学園 法 9 SH 徳田　健太 3 166 73 関西学院 商

10 SO 徳田　颯馬 3 171 74 常翔学園 法 10 SO 清水　晶大 2 174 82 京都成章 人間福祉

11 WTB 岡田　章典 2 163 62 常翔学園 法 11 WTB 中野　涼 3 175 76 東福岡 文

12 CTB 安田　大地 3 170 78 淀川工科 法 12 CTB 勝川　周 3 177 83 関西学院 経済

13 CTB 酒谷　拓弥 4 171 82 阪南大付属 法 13 CTB 金　尚浩 4 185 88 大阪朝鮮 総合政策

14 WTB 藤井　雄大 1 180 79 大阪桐蔭 法 14 WTB 日名子　千里 4 169 76 東福岡 経済

15 FB 平田　翔 2 181 74 藤井寺 法 15 FB 髙　陽日 4 178 85 大阪朝鮮 経済

16 南野　勇人 2 180 100 大阪桐蔭 法 16 浅井　佑輝 4 179 98 関西学院 商

17 竹内　智紀 2 181 116 桃山 経済 17 豊崎　洸太 2 172 103 関西学院 社会

18 臼木　宏吏 4 172 110 浪速 法 18 西澤　慶輔 3 173 101 関西学院 経済

19 覚前　雄登 4 175 87 茨木西 法 19 岡部　崇人 2 179 96 上宮 人間福祉

20 中庭　由尋 3 180 90 東灘 法 20 小林　達矢 3 181 95 甲南 経済

21 橋本　拓未 3 170 72 東大阪大柏原 法 21 山戸　椋介 3 166 63 長崎南山 社会

22 木下　亮太 2 171 74 常翔学園 法 22 鳥飼　誠 3 179 85 東海大仰星 人間福祉

23 ナイカブラ・ジョネ 1 175 90 ケルストンボーイズ 法 23 川上　剛右 2 170 82 東福岡 経済

落田 佳宏（関西協会）

泉 太郎（関西協会）

尾上 富一（関西協会）

野中　孝介

摂南大学 関西学院大学

レフリー

岡田 欣久（関西協会）

アシスタントレフリー

【摂南大学 ｖｓ 関西学院大学　の見どころ】
　2年ぶりのAリーグ復帰戦を白星で飾ることはできなかったが、昨年3位の京都産業大学に対して後半37分まで8点差
で食らいついていけた事は自信に繫がったであろう。京都産業大学戦ではスクラムで後手を踏んだが、この部分が対
抗できればNo.8トプイ、FLラウタイミの突破力も活きてくるはずだ。
　一方の関西学院大学は開幕戦を危なげなく勝利した。FLキャプテン鈴木、徳永ら一人一人が強いフィジカルを生かし
てどんどん前に出て相手を崩し、SH徳田、SO清水がテンポ良く展開していくスタイルは相手チームにとっては脅威だ。
近畿大学戦でのモールDFを修正し目標である「全勝優勝」へ向かって突き進みたい。
　今日の対戦は、摂南大学が自らの強みを発揮できるか。はたまた関西学院大学がそれを消して自分たちのスタイル
に持ち込めるかという点に注目したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大学ラグビーリーグ委員　小松　節夫）

監　督 河瀬　泰治 監　督

Re. Re.

摂南大学 関西学院大学
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14:00 Kick Off

鶴見緑地

No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部 No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部

1 PR 滝澤　翔太 4 177 105 近大附属 経営 1 PR 絹川　誠吾 2 173 102 洛北 経営

2 HO 佐藤　健太 4 170 90 常翔啓光学園 経営 2 HO 西山　直孝 3 172 90 天理 経営

3 PR 廣野　翔太 3 178 105 御所実業 経営 3 PR 浅岡　勇輝 4 173 105 京都外大西 法

4 LO 田中　章司 2 187 86 天理 経営 4 LO 矢野　泰成 3 182 86 朝明 経済

5 LO 西原　聡哉 3 182 96 大阪桐蔭 経営 5 LO 森川　敏行 2 186 95 大阪商業大 経済

6 FL 立花　拡聖 2 174 84 御所実業 経営 6 FL 眞野　拓也 2 174 90 東海大仰星 法

7 FL 河合　研治 4 180 91 上宮 経営 7 FL 李　智栄 2 178 90 大阪朝鮮 経済

8 No.8 稲垣　大海 3 173 90 天理 経営 8 No.8 高田　薫平 4 179 85 京都外大西 法

9 SH 光井　勇人 4 170 68 天理 経営 9 SH 梁　正秋 4 171 74 大阪朝鮮 経済

10 SO 酒井　貴弘 3 167 83 春日丘 経営 10 SO 金　榮均 4 173 82 朝明 法

11 WTB 長谷川　賢吾 3 175 74 御所実業 経営 11 WTB 坂本　英人 1 175 74 御所工業 経済

12 CTB 小林　広人 4 174 87 大阪桐蔭 経営 12 CTB 山本　耀司 4 179 90 東海大仰星 経済

13 CTB 新宅　魁伍 1 173 75 御所実業 経営 13 CTB 下良　好純 3 175 90 東海大仰星 経営

14 WTB 山崎　圭介 2 177 78 近大附属 短期大 14 WTB 森田　慎也 2 170 75 洛北 経営

15 FB 小中　将 3 171 70 大阪桐蔭 経営 15 FB 安田　克弘 4 173 78 大分東明 経営

16 大熊　克哉 1 171 92 長崎南山 経営 16 中島　裕樹 4 165 95 常翔啓光学園 経済

17 江島　佑太 2 171 108 佐賀工業 経営 17 金　亨志 3 174 101 大阪朝鮮 経営

18 横田　拓朗 2 179 103 上宮 経営 18 細野　裕一朗 3 182 106 京都学園 法

19 木村　勇大 4 187 98 都島工業 経営 19 城間　広志 2 180 90 大阪桐蔭 法

20 鄭　宏基 4 172 83 大阪朝鮮 経営 20 大西　常斗 1 176 87 伏見工業 法

21 安田　直樹 3 170 73 報徳学園 経営 21 野村　晋太郎 1 173 70 桂 経済

22 藤井　湧気 3 168 71 常翔啓光学園 経営 22 永野　智也 3 177 90 北陵 法

23 山下　哲郎 3 174 85 都島工業 経営 23 中野　成陽 3 175 75 九州国際大 法

大西　健

Re.Re.

【近畿大学 ｖｓ 京都産業大学　の見どころ】
　近畿大学は開幕戦で優勝候補の一角である関西学院大学と対戦し、敗れはしたものの随所に近大らしさを見せた。
特にモールで得点できたことは、今後明るい材料となるだろう。これにSH三井のスピード、CTB小林の強さを生かした
アタックパターンが出てくれば面白い。
　一方の京都産業大学は、開幕の摂南大学戦でFWがスクラムで圧倒し、ディフェンスも前にプレッシャーを掛ける理想
的な展開で勝利した。サイズ的には少し小さくなったと言うものの、やはり伝統の強力スクラムは健在だ。主力が抜け
た部分が心配されたが、FL李やWTB森田が評判通りの活躍を見せ不安を払拭した。
　今日の対戦は、お互い今シーズンの出来を占う重要な一戦として捉えているはず。激戦必至のカードとなるだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大学ラグビーリーグ委員　小松 節夫）

岸上 耕一（関西協会）

河村 隆史（関西協会）

近畿大学 京都産業大学

監　督 中島　茂 監　督

三井 健太（関西協会）

レフリー

四辻 順一朗（関西協会）

アシスタントレフリー

近畿大学 京都産業大学
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宝が池

No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部 No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部

1 PR 北川　賢吾 4 178 115 東福岡 スポーツ健康科学 1 PR 岡　隆二郎 4 170 100 東海大仰星 体育

2 HO 東　大樹 3 178 92 同志社香里 スポーツ健康科学 2 HO 佐川　恵市 3 174 96 常翔学園 体育

3 PR 才田　智 3 181 119 東福岡 社会 3 PR 伊尾木　洋斗 4 181 123 洛北 体育

4 LO 山田　有樹 2 180 92 常翔学園 社会 4 LO 蔵守　俊介 2 184 103 東海大仰星 体育

5 LO 森山　雄 4 190 100 富山第一 商 5 LO 西村　界人 2 187 110 京都外大西 体育

6 FL 土井　祐紀 4 174 90 常翔啓光学園 社会 6 FL 大川　冬弥 3 178 88 神戸科学技術 体育

7 FL 田淵　慎理 4 180 100 天理 社会 7 FL 竹田　博司 2 165 76 大体大浪商 健康福祉

8 No.8 末永　健雄 2 178 92 福岡 社会 8 No.8 福本　翔平 4 181 90 東海大仰星 体育

9 SH 岩村　昂太 3 181 87 東福岡 スポーツ健康科学 9 SH 河口　太一 4 165 68 新田 体育

10 SO 垣内　悠輔 4 175 85 東海大仰星 商 10 SO 門田　卓也 3 175 80 神戸科学技術 体育

11 WTB 宮島　裕之 4 181 90 飯田 スポーツ健康科学 11 WTB 朝倉　勇二 1 173 74 汎愛 体育

12 CTB 木村　洋紀 4 175 83 関東学院 法 12 CTB 奥　聖貴 4 183 86 鶴来 体育

13 CTB 石田　幹太 2 180 88 同志社 商 13 CTB 前田　直孝 4 174 80 同志社 体育

14 WTB 松井　千士 2 183 83 常翔学園 スポーツ健康科学 14 WTB 松坂　泰作 1 165 75 石見智翠館 体育

15 FB 﨑口　銀二朗 2 177 82 大阪桐蔭 経済 15 FB 前川　雄 2 170 68 市立尼崎 体育

16 山﨑　翔太 1 172 85 筑紫 社会 16 谷　峻輔 2 180 103 大阪桐蔭 体育

17 海士　広大 2 172 101 常翔学園 商 17 松岡　啓太 1 171 93 常翔学園 体育

18 長坂　宗一郎 4 175 105 日川 社会 18 吉田　貴弥 2 178 113 徳島城東 体育

19 八木　智彦 4 184 90 千種 スポーツ健康科学 19 嶋田　健吾 1 179 96 東海大仰星 体育

20 秦　啓祐 2 182 90 小倉 心理 20 荒田　強志 4 174 86 常翔学園 体育

21 大越　元気 2 162 67 茗渓学園 商 21 吉田　悠太郎 2 166 67 京都成章 体育

22 髙井　勇貴 1 170 72 福岡 スポーツ健康科学 22 全　達矢 1 178 80 神戸科学技術 体育

22 鳥原　将司 4 180 83 同志社香里 政策 22 藤田 ﾀﾘｸﾞ洋一 4 188 88 大阪桐蔭 体育

中谷　誠

Re.Re.

【同志社大学 ｖｓ 大阪体育大学　の見どころ】
　前評判通りしっかりした試合で初戦を勝利で飾った同志社大学。選手層の厚さと強固なディフェンスに加え、関西ナ
ンバー１と言われるスクラムで相手にプレッシャーをかける。PR北川・才田の強力なフロントローは他チームにとって脅
威となるだろう。FWが活きたボールを出し、WTB松井をはじめとする決定力のあるBKがトライを狙う。
　一方、大阪体育大学は昨年のチームから4年生が多く抜けメンバー構成が懸念されたが初戦の立命館大学戦では
No.8福本、PR伊尾木を中心に幾度もチャンスを作った。伝統の強力FWは健在と言えよう。同志社大学戦ではFWで優
位に立ち、立命館大学戦よりもさらにプレーの精度を上げてチャンスを確実に得点につなげることが課題となる。
　この一戦はやはりFWの攻防が勝敗を左右するであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大学ラグビーリーグ委員　淡路 靖弘）

飴田 鉄平（関西協会）

小島 光明（関西協会）

同志社大学 大阪体育大学

監　督 山神　孝志 監　督

新久 飛鳥（関西協会）

レフリー

立川 誠道（関西協会）

アシスタントレフリー

同志社大学 大阪体育大学

前半 後半 合 計

T

前半 後半合 計

G

PG

DG

計



関西大学Ａリーグ　第２節　メンバー表 2014/10/12
14:00 Kick Off

宝が池

No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部 No. Pos. 氏　　名 学年 身長 体重 出身校 在籍学部

1 PR 渡邉　彪亮 1 165 102 大阪桐蔭 経済 1 PR 山口　知貴 2 174 98 天理 体育

2 HO 原山　光正 3 176 100 立命館宇治 経営 2 HO 高部　大志 3 176 100 天理 体育

3 PR 西村　颯平 4 178 110 伏見工業 スポーツ健康科 3 PR 大竹　智也 3 180 102 広島工業 体育

4 LO 清水　亮佑 2 182 93 日川 スポーツ健康科 4 LO 西川　太郎 2 182 96 天理 体育

5 LO 杉下　暢 4 183 101 立命館 経営 5 LO 吉崎　隼人 3 180 95 大阪桐蔭 体育

6 FL 南　友紀 3 172 85 筑紫 スポーツ健康科 6 FL 李　淳也 3 174 82 啓光学園 人間

7 FL 小原　綾生 3 180 87 京都成章 経営 7 FL 橋本　壮平 3 178 93 八尾 体育

8 No.8 中村　優樹 4 176 96 立命館宇治 理工 8 No.8 内山　朝日 4 172 90 天理 体育

9 SH 三輪　貴将 2 166 72 常翔啓光 スポーツ健康科 9 SH 藤原　恵太 2 170 74 天理 国際

10 SO 宗像　仁 4 167 77 静岡聖光学院 経済 10 SO 斎藤　遼太郎 4 174 82 東海大仰星 国際

11 WTB 宮田　遼 3 176 86 尾道 理工 11 WTB 山之内　佑介 2 173 78 天理 国際

12 CTB 市原　淳平 4 176 86 県立芦屋 経営 12 CTB モセセ・トンガ 3 174 100 日本航空石川 国際

13 CTB 宮本　将希 3 177 86 市立尼崎 経営 13 CTB ジョシュア・ケレビ 2 190 100 ナタブア 国際

14 WTB 蔵田　知浩 3 178 84 報徳学園 経済 14 WTB 井関　信介 1 179 78 天理 体育

15 FB 山中　駿佑 4 176 85 報徳学園 スポーツ健康科 15 FB 白井　竜馬 4 173 78 日新 体育

16 江口　晃平 2 171 100 伏見工業 経済 16 藤浪　輝人 1 168 90 伏見工業 国際

17 大崎　雄広 4 178 110 神戸科学技術 スポーツ健康科 17 長谷川　剛志 2 172 105 石見智翠館 国際

18 藤野　佑磨 1 181 107 報徳学園 経営 18 原　健将 2 175 96 八戸西 体育

19 上野　貴之 3 180 95 光泉 経営 19 ﾌｨﾘﾓﾆ･ｺﾛｲﾌﾞﾆﾗｷﾞ 2 192 100 ケルストン 国際

20 玉置　寛之 3 180 95 伏見工 スポーツ健康科 20 金村　拓海 1 177 83 常翔啓光 人間

21 後藤　大 4 167 73 東福岡 経営 21 谷口　和洋 2 163 70 都島工業 体育

22 大城　海 3 174 81 東福岡 経営 22 王子　拓也 1 180 83 天理 体育

23 山田　一輝 1 176 84 東海大仰星 経済 23 東口　剛士 3 174 80 大阪産業 体育

小松　節夫

Re. Re.

【立命館大学 ｖｓ 天理大学　の見どころ】
　関西大学Aリーグ戦2連覇を狙う立命館大学。初戦の大阪体育大学戦では持ち前のFW・BKが一体となるアタックで
勝利を収めた。昨シーズンの中心選手であった庭井、宇佐美、嶋田らが抜けた分、春からコンタクトエリアに力点を置
いて強化しており、2連覇に向けて確実に仕上げてきた。特にWTB蔵田の決定力が魅力である。
　一方、昨年度不本意な成績となった天理大学であるが、今年は春から前評判が非常に高く、初戦の同志社大学戦こ
そ落としたものの優勝候補の一角と言えよう。今年は特にこれまでのウィークポイントとされてきたFWのセットプレーに
力を注いできた。これにCTBトンガ・ケレビの強力BKが連動すれば爆発的な得点力が期待される。
　優勝候補同士の一戦とあってレベルの高い試合を期待する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大学ラグビーリーグ委員　淡路 靖弘）

西村 純（関西協会）

新久 飛鳥（関西協会）

立命館大学 天理大学

監　督 中林　正一 監　督

杉戸 大樹（関西協会）

レフリー

宮本 昌樹（関西協会）

アシスタントレフリー

立命館大学 天理大学
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